
平城宮跡発掘調査2 0 年の進展
平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調査が昭和34年７月に継続的に開始されてから20年を経過した。当初は，北方
官筒地区と推定第二次内裏地区で集中的に進められ，広範囲にわたる密度の高い遺構の保存状
況が実証された。やがて宮城西南隅の電車車庫建設計画等を契期として全域保存の方針が立て
られ，３８年度に平城宮跡発掘調査部が設置されるとともに《国費による土地買上げが始められ
た。この時期の調査は，朱雀門をはじめ宮城の四至の状況確認に重点がおかれた。３９年頃か
ら，国道2 4 号線バイパス計画が平城京東一坊大路を復原する形で計画され，その計画路線敷数
ケ所を調査したところ，東而の門跡が確認されず，かえって官街建物が東一坊大路推定地に進
出していた。東面南門推定地の調査では，平城宮が東へ張出すことが確実となり，バイパスは

宮城の南で東へ迂回するように変更された。四至の確認，東張出し部の調査とともに，第二次

内裏及び内裏東方官衝地区の調査が続けられた。

４３年度の第4 7 次調査から4 5 年度の第6 3 次調査にかけて，西而巾門と同北門までの大垣に沿う

調査部の研究室と収蔵庫及び資料館建設予定地に重点をおき，６次にわたる調査を行ってい

る。この地区では細長い南北棟の建物が多く，「主馬」の墨普土器を発見したことから馬寮と

推定され，収蔵庫等は遺構の保存のために土盛りをして建設された。この時期には第二次朝堂

院の東朝集殿を調査している。初期1 0 年程の調査は平城宮に関する貴重な学術的成果をあげた

ばかりでなく，全国の遺跡調査の進展に大きく貢献した。

近年の発掘調査は，推定第二次内裏地区東半部の未発掘部分，推定第一次朝堂院内裏地域及

び東院東南隅に重点をおいてきたが，それとともに平城京関係の遺跡や奈良山の瓦窯・古墳，

或は寺院の遺跡など，平城宮と密接に関連する調査にも出来る限り対応してきた。

朱雀門北方の推定第一次朝堂院内裏地域では，４０年度の第2 7 次調査，４２年度の第4 1 次調蚕に

よって東面築地廻廊などの状況が明らかにされていたが，４５年度の第6 9 次調査以降，５４年度の

第1 1 7 次調査にわたる６次の調査によって，第二次内裏と並ぶ一郭の東半部の調査を終了し

た。第二次内裏地区と大きく異なるその構成と変遷状況が明らかとなり，最近の軍要な成果の
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－つとなっている。その南方の第一次朝堂院地区についても5 1 年度I こ第9 7 次調査として調査を

はじめ，その後３次の調査によって，南北に長い東第一堂と第二堂及び朝蝋院南門を確認し

た。まだ未調査の部分があるが，第二次朝堂院のように十二堂が並ぶものではなく，南北棟の

長い建物が２棟ずつ東西に並ぶ可能性が大きく，推定第一次内袈地区とともに，その性格や第

二次朝堂院内裏地域との関連などについて詳しく検討を進めている。

第二次内裏地区には初期の段階から調査の雨点をおいてきたが，４５年度の第7 0 次調査から４９

年度の第7 8 次調査にわたり，内裏内郭東半部と束外郭官簡地区の未発掘部の調査を完了した。

この地区は終始内裏的様相を持ち続け，５期に大別される変遷がある。５３年度の第1 1 3 次調査

２



では第二次火種殿を調査し，醗灰岩, j W上稜雅域に雌つ礎万雌物の規模を明らかにするととも
に，下層に人規棋な掘立柱建物を確認している。

東院地区では4 2 年度の第4 4 次調査で発見した東南隅の閲池について，５１年度から３次の調査

を行って蝋池とその北側及び西側の状況を含めてほとんどその全容が明らかとなり，剛池の改
３

修の経過とその一郭の度重なる変遷状況が判I j I j した。また東而南I I U（的門）北方でも5 2 年度の

第1 0 4 次調査で建物の密度の高い箇簡地区となっていることがわかった。

３０年度の第二次大概殿廻廊東南隅の第１次調査から，５４年度東院悶池西側の第1 1 2 次調査に

わたる平城寓の発掘調在面砿は約2 5 ヘクタールに及んでいるが，今後も長期にわたり調査を継

続しなければならない。

平城京に関する調査は，４３年度に左京三条一坊四坪，４３年度，４４ｲ ド度に九京一条三坊と束一

坊大路及びウワナベ1 ' ｢ 域外周などの調. 1 ( f を行ってきたが，その後も主に公共‘ 擬業にともなう蕊

前調. 在として，左京三条二坊，同] [ 条一坊，東I l j , 北側の同八条三坊などの調査を行い，大路小

路の計画，坪内の割付けや建物聯の状況などが明らかとなり，左京八条三坊では東市を縦断す

る堀削りを確認している。

左京三条二坊六坪では，｜刺池を' ' ' 心とする､ | z 城桝と密接な関係にある庭|刺辿椛が発兄され，

ここに建設を予定されていた郵便ﾙ j 庁舎は敷地を変更し，庭| 刺跡は特別史跡に指定されて保存

整備が計られることとなったが，変更敷地とした左京三条四坊七坪においても，京内ではじめ

て和同開弥鋳造の跡を充兇するなど，次々と鯉要な遺構が発見されて，京内のほとんど全域に

わたる遮跡の埋蔵が予測されるようになった。羅城I I I j においてもその基礎の一部を確認し，五

条六条の条問路北側では朱惟人路と下つ道の側溝を調査し，朱龍大路の巾を両側築地心で3 0 丈
と推定した。京内の水川の地割りと地形を綿密にたどり，、I z 城京を復原する研究も進められ，

発掘調査と合わせて京の状況が次第に解明されつつある。

京北方の奈良' ' 1丘陵では，ｎ本住宅公団の大規模な開発！汁i 1 I l i などにともない，４５年度から５３

年度にかけて，奈良- I i i l I ' 陵町，’ ' ' ' ' 1町，抑熊Ⅲ] ．，歌姫町，京都府１１１楽部木津町汗如ケ谷の平城
宮の瓦を製作した瓦窯群，奈良市111陵Ⅱi ｣ . の万｢のカラト･ I I f ﾘＩｉなどの調炎を行った。

寺院関係では3 0 年代にも人安が，興棉寺，同一乗院，、F 安京I ﾉ ﾘ 寺など各所で行っているが，

近年はその機会が一隅多くなり，薬師- , ¥では主要堂燃のほかに僻腸，小子鹿，十字廊などで喧

要な成果を挙げ，既に廃絶した四隆寺では金′ ﾘ t ，黙，東l 1 I j 跡を確認したのをはじめ，平城京の

主要な寺院のほとんどに及んでいる。左京八条三坊の調厳では，七l l t 紀代創建で寺名不詳の寺

院跡が発兄されている。京外では，法隙､ 芋，法起寺，法I 陥寺などの調企に協力している。

遺跡の実測は|玉I 土調f I f 法による平而' 1 ' 〔角座標系をﾉ I 畔とし，、I z 城南をI l i 心として祥遺跡の棚

互の関連を正確に把握するとともに，人規模の調査では造方による尖測のほか主としてヘリコ

プターによる遺跡の写奥測並を併せて行っている。』ﾉ ず真測並は精度の均一性と野外作業の迅速

性に特徴を持ち，昭和4 3 年に平城脚跡で採用されて以来，全I : ' 〈| 各地の大規棋発掘調在で用いら
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れている。

長期にわたる調査によって発見した遺構遺物の量もぼう大なものとなっている。このため，
遺跡の種別, 名称, 遺椛遺物の分類, 出土地点の標示などは調査開始当時から記号化し，その後
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の分類整理や調査研究の円滑化をはかってきた。３５年度の第５次調査で大I 善職推定地の土壌か
ら木簡が始めて発見されて既に20年になるが，現在では約25 , 000点に増加し，その内容も実に
多様で，平城宮のみならず古代史の研究に不可欠の史料となっている。土器は最も多数出土し
ており，墨書土器は約1 , 2 0 0点を数える。形式技法や伴出木簡などにより，平城上皇の運都の時
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を含め奈良時代を７段階に分類している。軒瓦|ま現在3 0 , 0 0 0個程出土し，軒丸瓦は6 7型式2 0 2
６

種，軒平瓦は6 1型式1 6 6種に分れ，鬼瓦には1 7種がある。出土状況や造営経過などを総合的I こ
ひとがた

検討して５期にわけている。木製品では人形，ＩM1物, 農具, 柱根, 井戸枠などのほか建築部材も
あり，金属品では銅銭，帯金具などが多い。

出土遺物のうち，特に木製品の保存処理は早くからポリエチレングリコール（ＰＥＧ）或は

真空凍結乾燥による処理を研究開発して実用化に成功し，大型タンクによる高分子ＰＥＧ含没

装置を設置し，保存処理を本格的に進めている。其空凍結乾燥による木簡の保存処理も凍結乾

平城宮跡発掘調査位置図
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燥前後に保存状況に応じた処理を行うことによって効果を挙げており，埋蔵文化財の保存科学

についても，先進的な役割りを果してきた。

３８年度に平城宮跡の国費による買い上げが始められ，その後束院地区及び南辺部の追加指定

にともなって対象面職もふえたが，既に民家密集地を除く大部分が国有地となっている。買上

げの事務は当初から奈良県教育委興会がこれにあたり，東院地区及び南辺部はそのほとんどが

奈良県の先行取得によっている。

宮跡の活用をはかる整備頭業も3 8 年度から奈良県教育委員会により，主として第二次朝堂院

内裏地域と宮域西南隅などを対象として進められてきたが，４５年度から当研究所が引継ぎ，主

として第二次内裏，北方官簡，境界土紫，草園，緑陰帯などの整備を行ってきた。４３年度に平

城宮跡を遺跡博物館として整備活川する方針が立てられ，５３年度に文化庁から特別史跡平城宮
７

跡整備構想案が発表され，その構想の趣旨I こそって盤術が進められている。整備計画に関連し

て，土質，水質，植生，鳥類などの自然環境，来訪者や周辺ﾙ 叩畠者の意識，利用状況，交通状

況などの人文環境ならびに整備手法等の調盃研究を行っている。

宮跡の施設では，４１年度から4 3 年度にかけて第二次内裏東方官術地区に遺構覆屋など５棟が

文化庁新営工蒋として完成し，４４年度から4 7 年度にかけて推定馬寮跡に研究室，収蔵庫及び展

示室を建設した。調盃部は4 5 年にここへ移り，２０棟近くにも増えていた第二次内裏地区の仮設

建物を撤去したが，その後も収蔵庫２棟を噌設している。調査部は4 5 年以来1 0 年間をここで過

ごしたが, 宮跡西側の研究所新庁舎改修工. ‘ ｊｆにともない, 研究室は5 5 年春に新庁舎に移転した。

平城宮跡では広い地域が末調査であるが，近年推定第一次朝堂院内裏地域や東院束I 櫛隅胴池
地区などについてまとまった成果があげられ，第二次朝堂院内裏地域とともに，巾心部の状況

が次第に明らかになってきている。京内の調査もふえてきているが，京廃絶後永年田舟であっ

た京巾央部の開発は急速に進み，未調在のうちに重要な遺跡の破壊が進む危険性が大きい。宮

城とあわせて京内の遺跡の調盃体制の整備が急務である。発掘調査，遺物整理，保存処理，辿

跡整備など各方面にわたり，今後とも一層の努力を続ける所存である。
（岡田英男）
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7 ．安原啓示「平城遺跡博物館構想について」奈良国立文化財研究所年報１９７９

５


